
昭
和
六
十
二
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
報
告

1
、
第
二
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期

日

昭
和
六
十
二
年
九
月
九
日
(
水
)
・
十
日
(
木
)

会

場

池
上
本
門
寺
・
朗
峰
会
館

宿

舎

品
川
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

開
催
趣
旨

①
記
念
す
べ
き
第
二
十
回
中
央
教
化
研
究
会
議
を
迎
え
、
会

議
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
は
か
り
、
教
師
の
連
帯
を
高
め
、

日
蓮
一
門
づ
く
り
を
推
進
す
る
原
動
力
と
な
ろ
う
。

②
お
題
目
総
弘
通
運
動
の
徹
底
と
そ
の
浸
透
を
め
ざ
し
、
開

宗
七
五
〇
年
に
向
け
て
の
宗
徒
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て

語
り
、
そ
の
方
策
を
考
え
よ
う
。

③
現
代
に
対
応
す
る
信
行
活
動
と
、
信
行
会
づ
く
り
に
励
み
、

二
十
一
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
宗
門
体
制
を
確
立
し
よ
う
。

④
宗
教
と
社
会
、
祖
願
と
現
代
に
つ
い
て
考
え
、
浄
仏
国
土

顕
現
の
具
現
化
を
は
か
ろ
う
。

⑤
中
央
教
研
と
地
方
教
研
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
中

央
教
化
セ
ン
タ
ー
と
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
。

統
一
テ
ー
マ

ー
現
代
に
生
き
る
宗
門
づ
く
り
と
お
題
目
総
弘
通
運
動
を

語
ろ
う

-

会
議
形
式

㈲
全
体
会
議

-
記
念
講
演
-
「
現
代
に
お
け
る
布
教
と
は
」

長
谷
川
正
徳
(
前
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
・
顧
問
)

㈲
分
科
会
ま
と
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

分
科
会
及
び
テ
ー
マ

第
一
分
科
会

教
学
部
会

お
題
目
総
弘
道
運
動
の
た
め
の
教
学
の
現
代
化
と
そ
の
徹

底
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
。

第
二
分
科
会

寺
檀
部
会

お
題
目
総
弘
通
運
動
に
対
応
す
る
寺
院
と
檀
信
徒
の
あ
り
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方
及
び
未
信
徒
教
化
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
。
(
と
く
に
信

行
会
に
つ
い
て
)

第
三
分
科
会

法
器
養
成
部
会

お
題
目
総
弘
道
運
動
を
担
う
未
来
の
法
器
養
成
に
つ
い
て

語
り
あ
お
う
。
(
信
行
道
場
・
加
行
所
・
勧
学
院
)

第
四
分
科
会

世
代
別
教
化
部
会

お
題
目
総
弘
通
運
動
に
よ
る
宗
徒
の
若
返
り
策
と
世
代
別

教
化
の
活
力
化
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
。
(
青
少
年
修
養
道

場
・
林
間
学
校
)

第
五
分
科
会

教
化
伝
道
部
会

お
題
目
総
弘
通
運
動
を
推
進
す
る
教
化
伝
道
の
方
法
に
つ

い
て
語
り
あ
お
う
。
(
教
箋
・
ポ
ス
タ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
説

教
・
視
聴
覚
伝
道
・
掲
示
板
)

第
六
分
科
会

社
会
問
題
部
会

お
題
目
総
弘
通
運
動
と
社
会
諸
問
題
と
の
接
点
を
さ
ぐ
り
、

運
動
の
展
開
方
法
を
語
り
あ
お
う
。
(
医
療
・
福
祉
・
過
疎

過
密
問
題
・
立
正
平
和
運
動
)

第
七
分
科
会

教
化
組
織
部
会

お
題
目
総
弘
通
運
動
の
全
国
的
、
地
域
的
連
帯
と
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
。
(
人
材
バ
ン
ク
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
・
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
・
地
方
教
化
セ
ン

タ
1
)

討
議
方
式

①
各
分
科
と
も
最
初
に
統
一
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
す
る
。

②
各
分
科
会
の
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
討
議
す
る
。

③
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
第
一
期
六
力
年
計
画
」
を
基
礎
に

部
会
方
針
と
し
て
ま
と
め
る
。

日

程

第
一
白
目

九
月
九
日

(
水
)
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受

付

開
会
式

記
念
講
演

分
科
会

昼

食

分
科
会

懇
親
会

午
前
九
時
̃
九
時
三
十
分

(
朗
峰
会
館
)

午
前
九
時
三
十
分
̃
十
時
(
本
殿
)

午
前
十
時
̃
十
一
時
(
本
殿
)

午
前
十
一
時
̃
十
二
時
三
十
分
(
指
定
会
場
)

午
後
十
二
時
三
十
分
̃
一
時
(
指
定
会
場
)

午
前
一
時
̃
五
時
(
指
定
会
場
)

午
後
五
時
十
五
分
̃
六
時
四
十
五
分
(
朗
峰

会
館
)

移

動

午
後
七
時
(
ホ
テ
ル
へ
バ
ス
移
動
)



参参

第
二
日
目

九
月
十
日
(
木
)

全

体

会

議

教
区
別
懇
談
会

誓
願
唱
題
行

閉

会

式

午
前
七
時
三
十
分

午
前
八
時
三
十
分
(
朗
峰
会
館
へ
バ
ス

移
動
)

午
前
九
時
̃
十
二
時
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

(
朗
峰
会
館
)

午
後
十
二
時
̃
一
時
三
十
分
(
昼
食
)

(
指
定
会
場
)

午
後
一
時
三
十
分
̃
二
時
(
本
殿
)

午
後
二
時
̃
二
時
三
十
分
(
本
殿
)

者

宗
務
所
長
よ
り
の
推
挙
委
嘱
さ
れ
た
運
営
委
員

(
管
区
三
名
)

費

会
議
費
・
宿
泊
費
宗
務
院
負
担
(
担
し
交
通
費

は
自
費
負
担
)

2
、
教
区
・
地
域
教
化
研
究
会
儀
開
催

十
教
区
に
て
開
催
し
た
。
開
催
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

㈹

第
十
一
回
中
四
国
教
化
研
究
会
議

六
月
十
二
・
十
三
日

広
島
市
せ
と
う
ち
苑
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
お
題
目
総
弘
通
と
信
行
会
活
動
の
新
し
い
展
開

を
め
ざ
し
て
」

㈲

第
九
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
二
十
四
・
二
十
五
日

別
府
市
花
菱
ホ
テ
ル
に
て
開

催

テ
ー
マ

「
信
行
会
活
動
の
活
性
化
」

い

第
十
一
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

八
月
二
十
五
日

札
幌
市
経
王
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
お
題
目
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
に
今
何
が
一
番
必

要
か
を
考
え
あ
お
う
」

日

第
十
七
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

九
月
四
日

和
歌
山
市
蓮
心
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
を
展
開
し
よ
う
」

㈲

第
六
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
二
・
三
日

三
沢
市
古
牧
温
泉
第
二
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
現
代
に
生
き
る
宗
門
づ
く
り
と
お
題
目
総
弘
通

運
動
を
語
ろ
う
」

困

第
十
三
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議
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椅
…
晴チ

漢
書
りヌ

十
一
月
九
日

藤
沢
市
妙
善
寺
藤
沢
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ

「
信
行
会
の
活
性
化
と
進
め
か
た
」

第
十
二
回
静
岡
県
教
化
研
究
会
議

十
一
月
十
九
日

浜
松
市
妙
恩
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ

「
現
代
に
求
め
ら
れ
る
教
師
像
に
つ
い
て
」

第
四
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
二
十
五
日

富
山
市
高
志
会
館
に
て
開
催

テ
ー
マ

「
お
題
目
総
弘
通
の
化
導
の
具
体
的
方
策
を
求
め

て
」

第
十
一
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

昭
和
六
十
三
年
三
月
二
日

飯
田
市
飯
田
市
文
化
会
館
に

て
開
催

テ
ー
マ

「
今
問
わ
れ
る
宗
教
の
あ
り
方
、
そ
の
役
割
と
使

命
」

第
五
回
千
葉
県
教
化
研
究
会
議

昭
和
六
十
三
年
三
月
十
四
日

天
津
小
湊
町
ホ
テ
ル
三
日

月
に
て
開
催

テ
ー
マ

「
お
題
目
総
弘
通
運
動
に
対
応
す
る
寺
院
の
檀
信

徒
・
未
信
徒
教
化
の
あ
り
方
」

㈹

第
三
回
北
関
東
教
化
研
究
会
議

昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
管
区
内
に
て
開
催

3
、
研
究
・
調
査
活
動

①
新
宗
教
・
寺
院
調
査
・
お
題
目
総
弘
通
研
究
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
各
課
題
の
も
と
に
調
査
・
研
究
を
進
め
た
。

㈲

新
宗
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
片
野
博
義
・
山
口
裕
光
・
植

田
観
樹
・
西
片
元
証
・
白
部
哲
応
各
研
究
員
)

主
だ
っ
た
新
宗
教
教
団
を
抽
出
し
、
各
教
団
の
沿
革
・

教
義
・
組
織
・
布
教
体
系
・
活
動
等
に
つ
い
て
資
料
を
収

集
し
、
担
当
分
担
に
て
ま
と
め
に
入
っ
た
。
本
年
度
は
大

本
(
神
道
系
)

と
妙
道
会
(
法
華
系
)
本
部
を
実
際
に
訪

れ
、
調
査
し
て
現
状
の
把
握
と
問
題
の
所
在
を
探
り
、
ま

と
め
報
告
を
行
な
っ
た
。

㈲

寺
院
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
渡
部
公
容
・
蓮
見
高
純
・

本
良
信
典
・
鈴
木
浄
元
・
望
月
兼
雄
・
常
岡
裕
道
各
研
究

員
)

小
川
英
爾
現
宗
研
嘱
託
の
協
力
を
得
て
、
現
宗
研
が
進

め
て
き
た
過
疎
地
域
寺
院
調
査
を
総
括
し
、
調
査
寺
院
を

地
域
別
に
ま
と
め
、
各
々
の
寺
院
の
姿
と
問
題
点
を
わ
か
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り
や
す
く
、
し
か
も
啓
蒙
的
に
白
書
と
し
て
編
集
し
た
。

報
告
書
は
五
月
の
発
行
を
め
ざ
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

い

お
題
目
総
弘
通
運
動
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
古
河
良

曙
・
大
島
啓
禎
・
嶋
田
亮
嗣
・
伊
藤
立
教
各
研
究
員
)

信
行
会
活
動
を
推
進
す
べ
く
、
信
行
会
の
実
際
を
い
か

に
把
握
し
他
に
提
供
す
べ
き
か
、
ま
た
運
動
の
本
年
度
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
た
。

②
研
究
講
座
・
教
化
学
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

第
九
回
教
化
学
研
究
集
会
を
大
阪
市
雲
雷
寺
に
て
開
い
た
。

研
究
講
座

「
お
題
目
総
弘
通
運
動
の
具
体
化
を
め
ざ
し
て
」

長
谷
川
正
徳
(
前
現
宗
研
所
長
)

研
究
発
表

日
本
の
社
会
教
育
は
こ
れ
で
よ
い
か青

木
泰
秀

(
和
歌
山
県
)

修
法
師
の
行
証
…
…
…
…
…
・
山
口
徹
修
(
大
阪
府
)

宗
門
の
法
器
育
成
を
考
え
る
…
…
新
聞
智
照
(
兵
庫
県
)

③
研
究
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
懇
話
会
・
座
談
会
の
開
催

㈲

五
月
二
十
九
日
、
新
宗
教
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、

新
宗
教
セ
ミ
ナ
ー
を
宗
務
院
に
て
開
催
し
た
。
今
回
は
、

法
華
系
新
宗
教
の
分
野
で
は
「
妙
智
会
教
団
」
理
事
の
小

林
永
司
氏
か
ら
、
教
団
と
氏
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
た

高
話
を
載
い
た
。
ま
た
、
法
華
系
以
外
か
ら
は
、
「
天
理
教
」

本
書
嬬
分
教
会
の
八
島
英
雄
氏
か
ら
、
開
祖
中
山
み
き
の

教
義
と
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
講
演
を
伺
っ
た
。

㈲

十
一
月
五
日
、
日
蓮
聖
人
御
遺
文
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
宗

務
院
に
て
開
い
た
。
法
華
会
理
事
長
・
中
央
大
学
教
授
春

日
屋
伸
昌
氏
か
ら
、
「
法
華
会
と
在
家
信
仰
」
と
題
し
て
、

氏
と
の
関
わ
り
か
ら
法
華
会
成
立
の
経
緯
と
、
在
家
主

義
・
在
家
信
仰
に
つ
い
て
、
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

い

十
二
月
一
日
、
現
代
宗
教
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
宗
務
院
に

て
開
い
た
。
桃
山
学
院
大
学
油
滴
和
光
教
授
を
講
師
に
、

「
ア
ジ
ア
の
聖
と
賎
」
(
カ
ー
ス
ト
制
の
浄
積
観
念
や
律
令
制

の
貴
賎
観
念
を
体
系
的
に
分
析
し
な
が
ら
、
日
本
の
被
差
別
民

衆
史
の
本
質
を
衝
く
)
を
研
修
し
、
日
蓮
聖
人
の
「
施
陀
羅

が
子
」

に
つ
い
て
、
先
生
の
話
を
拝
聴
し
た
。

日

十
二
月
二
日
「
一
歩
外
か
ら
見
た
日
蓮
宗
」
と
題
し
て
、

日
頃
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
関
心
を
持
つ
相
沢
宏
明
・
梅
津
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礼
司
・
山
口
晃
一
各
氏
に
参
会
頂
き
、
日
蓮
宗
の
あ
る
べ

き
姿
勢
に
つ
い
て
の
庭
談
会
を
開
い
た
。

㈲

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
一
日
、
日
蓮
宗
を
中
心
に
教

団
の
現
状
と
未
来
の
あ
り
方
に
つ
き
、
研
究
の
交
流
を
図

る
た
め
、
現
宗
研
は
じ
め
、
日
蓮
宗
内
外
の
有
志
に
呼
び

か
け
て
、
テ
ー
マ

「
教
団
論

-
日
蓮
宗
の
現
状
と
未
来

を
考
え
る
」

の
も
と
「
教
団
研
究
懇
談
会
」
を
、
神
田
の

学
士
会
館
に
て
開
催
し
た
。

〇

二
月
十
八
日
、
過
疎
寺
院
調
査
懇
談
会
を
開
い
た
。

④
研
究
例
会

年
来
の
テ
ー
マ

「
現
代
社
会
の
諸
問
題
と
日
蓮
宗
教
化
」

を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
、
各
テ
ー
マ
の
問
題
点
を
研
究
員

間
で
討
議
し
、
本
年
十
月
を
メ
ド
に
ま
と
め
報
告
を
す
る

旨
確
認
し
合
っ
た
。

⑤
結
合
企
画
部
の
委
嘱
に
上
り
、
「
昭
和
六
十
三
年
度
宗
勢
調

査
」

の
調
査
項
目
原
案
を
ま
と
め
た
。

⑥
教
団
史
研
究
資
料
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
昭
和
六
十

一
年
度
日
蓮
宗
年
表
」

を
作
成
し
、
配
布
し
た
。

⑦
教
化
資
料
と
し
て
、
現
宗
研
顧
問
長
谷
川
正
徳
述
「
い
ま
、

ナ
ゼ
お
題
目
が
必
要
か
」
を
作
成
、
配
布
し
た
。

⑧
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
収
集
し
、
新
宗
教

関
係
資
料
を
収
集
し
保
管
し
た
。

そ
の
他
の
活
動

①
浄
土
宗
布
教
研
究
所
主
催
「
各
宗
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡

協
議
会
」
(
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
六
日
)
に
参
加
し
、
「
各
宗

団
に
お
け
る
教
化
活
動
の
問
題
点
と
将
来
の
展
望
」

に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
な
い
、
関
係
資
料
を
交
換
し
て
研
究
交
流

を
深
め
た
。

②
中
央
教
研
の
決
議
に
沿
っ
て
、
自
適
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
設
置

を
推
進
し
、
地
域
教
化
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を
密
に
し
、
お
互

い
の
機
能
の
充
実
を
進
め
た
。

③
お
題
目
総
弘
通
運
動
推
進
の
テ
キ
ス
ト
作
成
に
協
力
し
た
。

④
「
現
代
宗
教
研
究
」
第
二
十
二
号
を
編
集
し
、
全
寺
院
に
配

布
し
た
。

⑤
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
・
研
究
員
会
議
を
開
き
、
研
究
の
在

り
方
な
ど
を
討
議
し
、
内
容
の
充
実
に
努
め
た
。

⑥
研
究
所
職
員
が
教
区
・
管
内
主
催
各
種
研
究
会
議
・
研
修
会

な
ど
に
出
張
し
た
。
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